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研究の全体概要 

本研究ではサンゴの白化に対する生物化学的技術による防止・救済策の確立を目指す。サブテーマは

①抗酸化酵素の活性向上に関する研究（白化の近接因子の究明：琉球大学）、②サンゴの栄養供給経路

に関する研究（遠隔因子の究明：東京大学）、③栄養供給の改善や抗酸化酵素活性の向上の生理・生化

学的効果を診断する技術に関する研究（分子レベルの適応機作の究明：筑波大学）、④提案されたサン

ゴの白化防止・救済策を実海域に適用した場合の効果の検証（モデルによる白化防止・救済策の組織化：

東京工業大学）で構成され、各班の成果を共有し活用しつつ目標達成を目指す。 

 本研究では、白化の際の活性酸素種防御機構である抗酸化酵素とサンゴの栄養状態に着目し、防止・

救済策を立案する。そのために、体内金属の富化による酵素活性の上昇、紫外線(UV)遮蔽による体内の

活性酸素種生成軽減を試み、白化の防止に寄与するか検証する。また、サンゴの栄養供給経路を解明し、

栄養供給の改善によりサンゴの健全性・高温耐性を維持増進することで白化を予防する方法、並びに白

化発生時に従属栄養的エネルギー獲得をサポートし白化回復を促進する方法を開発する。さらに、マイ

クロセンシング技術や網羅的遺伝子発現解析を用いてこれらの手法の効果を検証するとともに、エネル

ギー要求量の算出、遺伝子レベルでの悪影響の評価（バクテリア個体群解析）も同時に行う。室内飼育

実験や屋外水槽実験により、これらの防止・救済策の効果の検証を行う。その後、野外添加実験やチャ

ンバー実験、移植操作実験等によりフィールドでの実現可能性をテストする。これらと並行して、環境

に対するサンゴの白化応答やそこからの回復過程までを記述できる白化モデルの開発を行い、白化抑制

効果や白化からの回復促進効果の再現を行う。このモデルを流動場モデルに統合して生態系スケールに

拡張し、防止・救済策の有無で白化状況にどの程度違いが出るかを数値シミュレーションによって推定

することで対応策の実効性を検証する。さらに個別の生態系に適した対応策およびその実施規模・期間

の決定を支援するシステムを作る。 

 最終的には、各白化予防・救済策の効果範囲や費用対効果を検討することで、将来のサンゴ大規模白

化に備えた効果的な白化防止・救済策を提案する。 
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